
北
茨
城
市
の
農
業
委
員
選
挙

が
６
月
29
日
告
示
、
７
月
６
日

投
票
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
日

本
共
産
党
で
は
元
職
の
鈴
木
孝

夫
氏
を
党
公
認
候
補
と
し
て
立

た
て
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
で
は
、

国
の
食
糧
自
給
率
が
40
％
を
割

る
危
機
的
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
、
農
産
物
の
価
格
補
償
と

農
家
の
所
得
補
償
を
柱
に
し
た

「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
発
表
。

関
係
各
団
体
と
対
話
と
懇
談
を

重
ね
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
、
定
例
市
議
会
が

開
会
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、

６
月
12
日
（
木
曜
）
に
お
こ
な

れ
ま
す
。
通
告
は
９
名
で
、
日

程
は
１
日
だ
け
で
す
。
日
本
共

産
党
の
登
壇
は
、
福
田
明
議
員

が
５
番
目
、
鈴
木
や
す
子
議
員

が
８
番
目
で
、
質
問
予
定
の
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○

福
田
明
議
員

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

申
し
入
れ

・
市
の
第
４
次
総
合
計
画

・
介
護
者
の
集
ま
り

・
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

・
市
立
総
合
病
院
構
想

○

鈴
木
や
す
子
議
員

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料

・
学
校
の
統
廃
合
と
就
学
援
助

制
度

・
自
治
基
本
条
例
と
ま
ち
づ
く

り
・
予
防
医
療
、
保
健
行
政

５
月
29
日
、
今
年
度
第
２
回

の
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
見
直
さ
れ
た
特

定
健
診
が
、
中
郷
町
を
皮
切
り

に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
健
診
で
は
、
自

己
負
担
分
の
千
円
が
市
か
ら
助

成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
影
響
か
、

受
信
率
は
40
〜
74
才
で
33
％
と
、

昨
年
度
よ
り
５
割
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

後
期
高
齢
者(

75
才
以
上
）
の

健
診
に
つ
い
て
も
、
県
連
合
よ

り
受
託
し
て
市
が
お
こ
な
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
努
力
義
務
と
さ

れ
た
こ
と
で
軽
視
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
と
共
産
党
市
議

団
で
は
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

長
期
入
院
、
特
養
ホ
ー
ム
入
所

者
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
員
に
こ
れ

ま
で
ど
お
り
受
診
券
が
発
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。
す
で
に
特
定

健
診
と
同
時
に
始
ま
っ
た
中
郷

町
で
は
、
75
才
以
上
の
方(

自
己

負
担
な
し)

の
受
診
率
も
21
％
と

例
年
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
受
診
券
の
発
行

は
、
磯
原
地
区
か
ら
大
津
地
区

へ
と
つ
づ
き
ま
す
。

市
で
は
、
集
団
検
診
で
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
も
、
８
月
か

ら
は
市
立
総
合
病
院
で
健
診
受

け
入
れ
の
態
勢
が
整
う
の
で
、

同
病
院
で
の
受
診
を
と
広
報
し

て
い
ま
す
。
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私
の
子
供
の
頃
、
「
巨
人
、
大

鵬
、
玉
子
焼
き
」
と
い
う
言
葉
が

流
行
っ
た
。
当
時
の
子
ど
も
に
一

番
人
気
の
あ
っ
た
も
の
の
代
名
詞

で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
父
の
影

響
だ
ろ
う
か
、
「
大
洋
・
柏
戸
・

目
玉
焼
き
」
だ
っ
た
。

父
は
、
か
つ
て
の
西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
大
フ
ァ
ン
。
中
で
も
魔
術

師
と
い
わ
れ
た
三
原
監
督
が

大
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
三
原

監
督
が
大
洋
の
監
督
に
移
籍

し
て
か
ら
は
、
大
洋
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
の
大
洋
の
本
拠
地
は

川
崎
球
場
。
幼
い
私
も
父
母

に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
覚
え

は
あ
る
が
、
球
場
に
着
く
な

り
野
球
に
ま
っ
た
く
興
味
の

な
い
母
に
抱
か
れ
て
、
す
や

す
や
眠
っ
て
い
た
記
憶
が
微

か
に
残
っ
て
い
る
。
父
は
よ

く
「
後
楽
園
球
場
に
足
を
運

ぶ
の
は
紳
士
だ
が
、
川
崎
球
場
は

工
場
帰
り
の
労
働
者
が
多
い
」
と
、

自
分
は
い
か
に
も
川
崎
球
場
の
方

が
肌
が
合
う
よ
う
な
言
い
っ
ぷ
り

を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
訳
で
私
も

小
学
校
時
代
か
ら
大
洋
フ
ァ
ン
に

な
っ
た
。
そ
し
て
「
ア
ン
チ
巨
人
」

に
な
っ
た
。

相
撲
も
堅
実
な
負
け
な
い
タ
イ

プ
の
大
鵬
よ
り
も
、
父
は
豪
快
な

勝
ち
っ
ぷ
り
の
柏
戸
が
好
き
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
、
私
も
柏
戸
が
好
き

に
な
っ
た
。
が
、
柏
戸
は
よ
く
コ

ロ
コ
ロ
負
け
て
い
た
気
が
す
る
。

そ
し
て
、
甘
い
玉
子
焼
き
は
私
自

身
嫌
い
で
、
目
玉
焼
き
の
方
が
今

で
も
好
き
で
あ
る
。

今
、
プ
ロ
野
球
は
開
幕
し
て
約

2
ヶ
月
。
セ
・
パ
交
流
戦
の
最

中
で
あ
る
が
、
巨
人
が
苦
労
し

て
い
る
。
下
馬
評
で
は
カ
ネ
に

物
を
い
わ
せ
て
他
球
団
の
四
番

や
エ
ー
ス
を
か
き
集
め
て
、

「
優
勝
ま
ち
が
い
な
し
」
と
言

わ
れ
た
が
意
外
で
あ
る
。
政
界

で
も
企
業
献
金
を
た
っ
ぷ
り
も

ら
っ
て
い
る
自
民
党
の
福
田
政

権
が
国
民
の
支
持
を
急
速
に
失
っ

て
い
る
。
こ
の
球
団
と
政
党
は

ど
こ
か
共
通
す
る
弱
点
が
あ
る

と
感
じ
て
な
ら
な
い
。

か
つ
て
子
ど
も
の
帽
子
と
い

え
ば
、
黄
色
の
Ｙ
Ｇ
マ
ー
ク
（
巨
人
）

一
色
だ
っ
た
が
、
今
で
は
色
と
り

ど
り
の
大
リ
ー
グ
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
い
る
。
時
代
は
多
様
化
し
、
変

化
を
求
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

政
治
も
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

今
の
私
の
フ
ァ
ン
は
、
性
格
が
超

似
て
い
る
の
で
「
楽
天
」
。
調
子

が
い
い
よ
う
で
あ
る
。
（
マ
マ
）

県の内水面水産試験場では、

「大北川でアユの遡上をはじめ

て確認した日」を調査・公開し

ています。ここ数年の推移は次

のとおりで、今年は早かったこ

とがうかがわれます。

鈴木孝夫（略歴）
51才。農業関係の出版社に

勤務しながら東京都立大

(夜間)卒。85年にＵターン

し、無農薬の稲作や自然卵

養鶏に取り組み、産直をす

すめる。現在、県北農民セ

ンター事務局長。磯原町木

皿(天橋)に、６人家族。

（６月１日、花園川鬼越橋付近）
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